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１ 研究の進捗状況等 

新型コロナウイルスの感染拡大が予想以上に拡大したために、大学構内の立ち入りも制

限され、現地への出張もできなかった。そのために研究活動はオンラインで実施できるものに

限られ、WEB 調査の実施と、コロナ禍が緩和した際に現地での研究活動再開に備えた準備

に注力することとした。 
 

② 「食の価値」仮説の理論的検討 

持続可能な食をめぐる議論を中心にした文献調査を実施した。また、この理論の裏づけを

するための消費者グループインタビューを実施した。 
 

② 脳科学視点からの「食の価値」情報の把握 

「食の価値」(品質、健康、倫理)要素を検討するために、どのような具体的な項目を取り上

げるべきかを経済・心理学研究班と検討を行った。そのことを踏まえて、香りに対する脳活動

を計測する上での予備的実験を行った。 
 

③ 経済・心理学視点からの「食の価値」情報の把握 

 「食の価値」主要３要素の仮説を検証するために、「食の価値」要素の変数を対象にした

消費者 WEB アンケート調査を行った。また倫理要素を中心に、どのような用語や対象が想定

されるか、網羅的に探索するための WEB 調査も実施した。いずれもコロナ禍のために実査が

遅れたために、詳細な分析は次年度の前半に行うことにした。 
 

④ 脳科学視点からの「食の価値」の基準化・表現法の開発 

2020 年度は研究活動の計画はなかった。 



 

⑤ 経済・心理学視点からの「食の価値」の基準化・表現法の開発 

コロナ禍のために、現地に生産・環境情報を収集するフィールドサーバーを設置できなかっ

た。そこで、次年度に現地での活動を効果的に進めるための準備として、東京大学内の実験

圃場にフィールドサーバーを設置して、モニター手法と計測パラメーターの検討をすることとし

た。現地での 360 度カメラによる画像収集・編集もできなかったので、その操作法等の事前習

得に努めた。アドバイザリーボードメンバーとの意見交換は、WEB 調査の分析結果、フィール

ドサーバーの運営結果をもとに行うことを想定していたので、次年度に準備ができてから実施

することにした。 
 

⑥ 品質評価学視点からの「食の価値」の基準化・表現法の開発 

2020 年度は研究活動の計画はなかった。 


